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地
域
資
源
を
活
か
し
た

地
域
活
性
化
の
推
進

福
岡
商
工
会
議
所
　
ム
ム
頭

葉
↑
士
口
　

綿
盤
雄

昨
年
３
月
に
九
州

新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー

ト
が
全
線
開
通
し
、

こ
の
１
年
で
予
想
を

上
回
る
乗
降
客
数
を

記
録
す
る
な
ど
、
関

西
方
面
か
ら
多
く
の
観
光

・
ビ
ジ
ネ
ス
の
交
流
が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
化
や
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
展
す
る
な
か
、
と
り
わ
け
地
理
的
に
ア

ジ
ア
に
近
接
し
て
い
る
福
岡
に
お
い
て
は
、
今
後
さ

ら
に
、
国
内
外
と
の
人
的

・
物
的
な
交
流
の
拡
大
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
好
機
と
捉
え
、
地
域
の
歴
史

・
文
化

・
産

業
等
を
素
材
と
し
て
福
岡
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信

し
、　
一
層
の
集
客
促
進
を
図
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
空
港

・
港
湾

・
道
路
な
ど
の
社
会

基
盤
の
整
備

・
充
実
に
あ
わ
せ
て
、
案
内
サ
イ
ン
等

の
言
語
表
示
や
、
市
民

一
人

一
人
の
お
も
て
な
し
の

心
の
醸
成
な
ど
、
観
光
面
で
の
ソ
フ
ト
の
充
実
も
必

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

「鴻
臆
館

・
福
岡
城
　
歴
史

・
観
光

・
市
民
の
会
」

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
鴻
騰
館
や
黒
田
藩
な
ど
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
今
に
伝
え
な
が
ら
郷
土
愛
を
育
む

と
と
も
に
、
地
域
を
あ
げ
て
賑
わ
い
創
り
に
取
り
組

ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
皆
様
の
熱
心
な
活
動
に
対
し

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

福
岡
商
工
会
議
所
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域
の

特
性
や
固
有
の
資
源
な
ど
活
か
し
た
集
客
交
流
や
産

業
振
興
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
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『橿
鶉
域
一隕
磋
鸞
瘍
緻
確
に
隋
晴
贔

雛
鱚
参
魏
プ
舅
ジ
氷
ウ
け
」
蝙
咎
絣
斬

福
岡
城
・鴻
臆
館
の
将
来
を
市
民
と
考
え
る
実
行
委
員
会
　
会
長
　
デ
徊
十
万
　

圭
ｔ
童
す

昨
年
９
月
か
ら
始
ま

っ
た
こ
の
モ
デ
ル
事
業

も
、
本
年
３
月
２４
日
の
第
２
回

「市
民
フ
オ
ー
ラ

ム
」
を
も
つ
て
、
本
年
度
の
活
動
が
終
わ
り
ま
し

た
。
以
下
に
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

÷
事
業
の
概
要
　
民
間

・
行
政
共
働
で
、
福
岡

城

・
鴻
臆
館
と
周
辺
エ
リ
ア
の
歴
史
や
現
在
の
課

題
、
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
広
く
市
民
に
情
報
提

供
し
、
多
く
の
人
々
の
参
加
を
得
て
、
そ
の
望
ま

し
い
将
来
の
姿
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
そ
れ
ら
を

通
し
て
、
観
光
ポ
テ
ン
シ
ヤ
ル
の
向
上
も
見
据
え
、

今
後
の
整
備
計
画
に
対
す
る
市
民
意
見
の
反
映
を

行
い
、
望
ま
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
は
か
る
。

１
　
福
岡
城

・
鴻
膿
館
を
市
民
が
知
る

た
め
の
事
業

福

岡
城

・
鴻

腫
館

め

ぐ

リ

ツ

ア

ー
を
１２

月
１０
日
よ
り
３
月
１７
日
ま
で
、
毎
土
曜
日
午
前

・

午
後
各
２
時
間
コ
ー
ス
で
、
ガ
イ
ド
付
き
案
内
ツ

ア
ー
を
実
施
し
た
。
５
つ
の
テ
ー
マ
別
コ
ー
ス
で
、

参
加
実
績
は
１
０
５
名
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ガ

イ
ド
研
修
も
行

っ
た
。

２
　
福
岡
城

・
鴻
濾
館
跡
を
、
福
岡
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
ぐ
仕
組
み
づ
く
り

既
存
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
や

「
お
濠
端
会
」、

近
隣
学
校
関
係
と
個
別
協
議
を
進
め
、
幅
広
い
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
よ
う
な
市
民
組
織
活
動
を
展

開
す
る
べ
く
、
２
月
１５
日
準
備
会
、
３
月
２．
日
ま

ち
づ
く
り
大
会
を
開
催
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
エ

（グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
方
式
で
課
題

を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
参
加
約
１５
団
体
、　
約
３０

名
。
３
　
将
来
の
エ
リ
ア
の
あ
り
方
を
広
く

市
民
と
考
え
、
産
。学
・官
・民
の
施
策
、

活
動
に
反
映
す
る

第
１
回
市
民
フ
オ
ー
ラ
ム

「
福
岡

城

・
鴻
臓
館
を
観
光
都
市
福
岡
の
ラ
ン

ド
マ
ー
タ
に
」

１
月
１０
日
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡

４
Ｆ
国
際
会
議
場
で
開
催
。
本
実
行
委
員
会
主
催
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
催
、
映
像
と
模
型
で
見
る

「福
岡
城
の

在
り
し
日
の
姿
」、
ス
ピ
ー
チ

「
天
下
の
福
岡
城

と
多
彩
な
城
下
町
」、
ス
ピ
ー
チ

「福
岡
城
と
似

て
い
る
金
沢
城
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
、
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
。
参
加
約
２
０
０
名
。
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
つ
た
。

÷
ま
と
め

¨
毬
万
２ｍ
の
福
岡
城
と
４
万
８
千
２ｍ
の

鴻
臆
館
の
国
指
定
史
跡
が
重
な
っ
て
い
る
珍
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
も
ど
ち
ら
も
史
跡

・
文
化

財
と
し
て
１
級
品
の
潜
在
価
値
を
持

っ
て
い
る
。

観
光
都
市
福
岡
の
ラ
ン
ド
マ
「
ク
に
な
る
資
質
が

あ
る
。
国
指
定
の
史
跡
に
な
っ
て
約
５０
年
間
現
状
維
持

を
福
岡
市
民
が
選
択
し
て
き
た
結
果
と
し
て
、
森

林
化
し
て
石
垣
が
見
え
な
い
、
天
端
の
大
木
で
石

垣
が
手
ん
で
い
る
。
鬱
蒼
と
し
て
散
策
し
に
く
い
。

反
面
緑
豊
か
な
都
心
の
森
林
地
区
に
な
っ
た
と
い

う
見
解
も
あ
る
。

今
後
の
５０
年
に
向
け
て
の
宿
題

①
一　
文
化
財
の
保
存
整
備
と
緑
化
保
存
と
の
関
係

整
理
が
福
岡
市
民
に
問
わ
れ
て
い
る

②
　
鴻
臆
館

（１
０
０
０
年
ほ
ど
前
）
と
福
岡
城

（３
０
０
年
ほ
ど
前
）
の
保
存
整
備
の
調
和
を

ど
う
す
る
の
か
が
福
岡
市
民
に
問
わ
れ
て
い
る

第

２

国
市

民

フ

オ
ー

ラ

ム
を
、
同
テ
ー
マ

で
３
月
２４
日
に
開
催
。
本
年
度
モ
デ
ル
事
業
の
活

動
報
告
の
後
、
３
人
の
学
識
経
験
者
に
よ
る
特
別

講
演

「舞
鶴
公
園
は
福
岡
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

な
り
う
る
か
」
「文
明
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
だ

っ
た

鴻
臆
館
」
「福
岡
城
の
魅
力
と
今
後
の
整
備
活
用

に
つ
い
て
」
の
後
、
市
民
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
や
行

政
も
交
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ヨ
ン

「今
こ

そ
活
か
そ
う
―
都
心
の
４８
万
２ｍ
～
そ
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
」
を
行
い
、
多
く
の
提
案
や
意
見
が
出

た
。
４
　
部
外
委
託
調
査

「福
岡
城

・
鴻
臓

館
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
の
実
施
」

お
よ
び

「福
岡
城

・
鴻
朧
館
を
整
備
し

た
場
合
の
経
済
波
及
効
果
に
関
す
る
調

一黛
」

を
１２
月
１５
日
福
岡
ア
ジ
ア
都
市
研
究
所
と

契
約
、
３
月
２‐
日
報
告
書
を
受
理
し
た
。
市
民
意

識
調
査
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

（Ａ
）、
福

岡
城
周
辺
地
域
住
民
調
査

（Ｂ
）、
フ
オ
ー
ラ
ム

来
場
者
調
査

（Ｃ
）
の
３
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
り
、

福
岡
城

・
鴻
臆
館

へ
の
関
心
度
が
Ａ
５５
％
、
Ｂ

７８
％
、
Ｃ
％
％
で
あ
り
、
福
岡
城
訪
問
経
験
も
Ａ

“
％
，
Ｂ
５８
％
，
Ｃ
７７
％
、
鴻
臆
館
訪
問
経
験
が

Ａ
２２
％
，
Ｂ
２９
％
、
Ｃ
５０
％
と
ぃ
っ
た
よ
う
に
、

一
般
市
民
の
意
識
の
低
調
さ
が
際
立
っ
た
。
経
済

波
及
効
果
調
査
で
は
多
く
の
仮
定
の
上
の
試
算
で

は
あ
る
が
、
福
岡
城
や
鴻
臆
館
を
復
元
整
備
し
た

場
合
、
投
資
額

（福
岡
城
約
７５
～
１
２
０
億
円
、

鴻
臆
館
約
９０
億
円
）
に
見
合
う
初
期
投
資
効
果
の

ほ
か
、
そ
れ
を
上
回
る
観
光
集
客
効
果
が
逐
年
見

込
ま
れ
る
な
ど
報
告
さ
れ
、
今
後
内
容
精
査

・
検

討
す
べ
き
重
要
課
題
と
認
識
さ
れ
た
。

Ｓ
　
２
月
７
・
８
日
金
沢
城
お
よ
び
そ
の

金
沢
観
光
へ
の
活
用
実
態
の
調
査
研
究

を
行
い
、
行
政
主
導

・
市
民
協
力
の
積
極
的
な
金

沢
城
復
元
整
備
の
推
進
な
ら
び
に
そ
の
活
用
に
よ

る
観
光
都
市
戦
略

（大
河
ド
ラ
マ
も
上
手
に
活
用

し
な
が
ら
）
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
今
後

の
福
岡
城
活
用
と
観
光
都
市
戦
略
の
方
向
付
け
議

論
に
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

６
　
ワ」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

支
援
重
点
化
枠
」
で
あ
る
の
で
、
実
行
委

員
会
事
務
局
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
鴻
腫
館

・
福
岡
城

歴
史

・
観
光
市
民
の
会
の
強
化
に
繋
が
る

方
向
も
考
慮
し
、
そ
の
体
制
強
化
、
事
務
局
員
の

積
極
活
動
に
よ
る
経
験
の
蓄
積
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ツ
プ
も
は
か
つ
た
。

７
　

市

民
意

見
募

集

「あ
な
た
な
ら
ど

つ
し

ま
す
か
？
福
岡
城

・
鴻
臆
館
。
都
心
の
４８
万
２ｍ
」

に
つ
い
て

一
第
２
回
市
民
フ
オ
ー
ラ
ム
で
発
表

・

優
秀
な
も
の
に
つ
い
て
は
表
彰
も
考
え
た
が
、
日

下
７
名
の
参
加
し
か
な
く
提
言
意
見
は
４
名
だ
け

な
の
で
、
引
き
続
き
募
集
す
る
こ
と
と
し
、
第

２
回
市
民
フ
オ
ー
ラ
ム
で
も
用
紙
を
再
度
配
り
、

「
ふ

る

っ
て
こ
意

見

お
寄

せ
下

さ

い
」

と

募
っ
た
。

幸
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
成
果

¨

（１
）
「福
岡
城

・
鴻
臆
館
を
観
光
都
市
福
岡
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
に
し
よ
う
」
が
市
民

・
行
政

・

各
界
に
浸
透
し
、
観
光
客
増
加
の
起
爆
剤
に

し
よ
う
と
い
う
新
し
い
動
き
が
出
て
き
た
。

（２
）
従
来
低
調
で
あ

っ
た
福
岡
城

・
鴻
臆
館
に

対
す
る
市
民
理
解
が
促
進
さ
れ
、
お
城
ま
ち

歩
き

。
ま
ち
づ
く
り
参
加
も
逐
次
増
加
し
て

き
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
文
化
財
保
護

・
保

存
と
緑
化
推
進
と
の
一
見
相
矛
盾
す
る
対
立

点
や
、
大
形
駐
車
場
整
備
の
可
否
な
ど
の
課

題
も
顕
在
化
し
て
き
た
。
市
民
に
投
げ
か
け

ら
れ
た
今
後
の
課
題
に
な
っ
て
き
た
。

（３
）
行
政
リ
ー
ド
形
で
の
多
年
の
難
問
に
市
民

感
覚
が
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
の
き
っ
か
け
を
つ

く
り
、
規
則

・
規
制
の
枠
を
超
え
た
案
の
打

開
策
に
課
題
が
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。

（４
）
小
回
り
の
利
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

タ
ー
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
よ
り
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
で
、
形
式
行
為
に
こ
だ
わ
ら
な
い
効
率

的
な
事
業
推
進
が
は
か
れ
た
。
３
ヶ
月
に
２

回
の

「市
民
フ
オ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
や
着
実

な
城
内

「ま
ち
歩
き
」
ツ
ア
ー
の
実
行
な
ど
。

（５
）
福
岡
城

・
鴻
臆
館
が
市
民
に
よ
り
身
近
な

存
在
と
な
り
、
郷
土
愛
の
醸
成
、
整
備

・
復

元
へ
の
清
掃
活
動
や
募
金
運
動

。
大
河
ド
ラ

マ
誘
致

・
子
供
盆
踊
り
大
会
の
提
案
な
ど
２４

年
度
事
業
の
展
開
へ
の
動
き
に
繋
が
っ
て
い

２
つ
。

（６
）
事
務
局
を
受
け
持

っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
強
化
に

繋
が
る
取
組
み
も
進
み
、　
一
方
今
後

一
層
の

充
実
ニ
ー
ズ
も
見
え
て
き
た
。

（７
）
「新
し
い
公
共
」
モ
デ
ル
事
業
か
ら

「新
時

代
の
市
民

・
行
政
協
働
」
事
業

へ
の
取
り
組

み
へ
の
基
礎
作
り
に
な
っ
た
。

÷
お
わ
り
に

行
政
、
民
間
の
幅
広
い
構
成
に
よ
る
、
実
行
委

員
会
活
動
は
多
様
な
成
果
を
あ
げ
た
と
思
わ
れ
、

ま
た
市
民
意
識
の
昂
揚
も
い
さ
さ
か
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
考
す
る
。
ま
た
平
成
２４
年
度
に
向

け
て
は
、
福
岡
城

・
鴻
臆
館
を
活
用
し
た
観
光
浮

揚
等
へ
の
行
政
の
取
組
み
に
も
新
し
い
動
き
が
出

て
き
た
。
福
岡
市
の
組
織
も
経
済
文
化
観
光
を

一

体
的
に
司
る
局
に
衣
替
え
す
る
。
ま
た
福
岡
城
内

に

「福
岡
城
む
か
し
探
訪
館
」
が
開
設
さ
れ
る
。

新
年
度
に
も
本
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
を
継
続
申
請

し
、
よ
り
積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。
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鵞
令
瞑
浚
髯
沐
六
辣

藩
内
治
政
と
武
家
社
会
の
安
定
し
た
秩
序
を
守

る
象
徴
的
な
も
の
が
、
定
め
ら
れ
た

「
時
」
の
知

ら
せ
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
古
来
、
中
国
か
ら
伝

わ
っ
た

「太
陰
暦
」
を
使
用
し
、
月
の
満
ち
欠
け

（約

２９
日
周
期
）
を
ベ
ー
ス
に
、
日
の
出

・
日
没
を
中

心
に
、　
一
日
を
１２
に
割

っ
て
、
時
を
定
め
て
い
た
。

江
戸
時
代
の
時
の
定
め
に
つ
い
て
は
、
細
か
く

は
他
に
譲
る
と
し
て
、
福
岡
城
本
丸
台
地
の

一
番

北
側
に
張
り
出
し
た
石
垣
囲
い
の
上
に
は
、
２
層

の

「
時
打
櫓
」
が
あ

っ
た
。
東

・
西

・
北
面
を

一

望
で
き
る
位
置
に
あ
り
、
恐
ら
く
、
「
明
け
六
つ
」
、

太
陽
が
東
の
連
山
の

一
画
に
差
し
昇
る
時
を
合
図

に
、
大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
役
日
、
或

い
は
、
非

常
時
に
振
れ
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
太
鼓
櫓
の
役
目

を
持

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
本
丸
裏
御

門
に
備
え
付
け
ら

れ
た

「
古
時
打
櫓
」

は
、
「
伊
之
助
櫓
」

と
も
云
わ
れ
、
係
は

伊
之
助

一
門
の
役

目
で
あ
る
と
、
古
書

に
記
さ
れ
て
い
る
。

恐
ら
く
、
城
内
の
諸

掛
か
り

の
時
刻
を

知
ら
せ
る
太
鼓

の

係
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
・本
丸
や
二
の
九
、
三
の
丸

屋
敷
と
は
、
頃
合
い
の
位
置
に
あ
り
、
城
内
で
の
生

活
の
キ
マ
リ
を
告
げ
る
重
要
な
櫓
で
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
。
更
に
城
内
の
大
鼓
の
時
の
知
ら
せ
が
、
城
下
町

ヘ

広
が
り
、
や
が
て
博
多
の
町
々
へ
も
伝
わ

っ
て
、
町

人
の
生
活
リ
ズ
ム
に
活
か
さ
れ
て
い
た
。

Ｒ
反
熙

福
岡
城
の
武
具
櫓
は
、
東
三
階
櫓
か
ら
西
三
階
櫓

の
間
に
連
な
る
長
屋
式
の
二
重
三
階
の
櫓
で
、
天
主

台
南
側
に
面
す
る
南
二
の
丸
の
庭
を
囲
む
よ
う
に
建

て
ら
れ
て
い
た
。

櫓
に
は
、
戦
い
に
備
え
て
武
器
が
格
納
さ
れ
て
い
た
。

大
正
８
年

（
１
９
１
９
年
）、
旧
黒
田
家
別
邸
の

浜
御
殿

（
現

浜

の

町
）

に
移
築

さ
れ

た

が
、

昭
和

２０
年

（
１
９
４
５
年
）
に

空
襲
で
焼
失
し
た
。

し
か
し
、
大
正
以

前
の
古
写
真
や
浜
御

殿
移
築
時
代
の
古
写

真
が
残

っ
て
お
り
、

外
観
は
良
く
解

っ
て

い
る
。

饒
魃
會
米
筵
藝
痣
Ｋ
は
権

お
城
の
櫓
は
、
和
戦
両
用
の
備
え
で
構
築
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
役
目
を
背
負

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
日
々

の
任
務
に
適
し
た
場
所
、
且
つ
城
郭
と
し
て
の
姿
が

美
し
く
見
え
る
場
所
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

食
料
の
要
と
な
る
塩
櫓
や
炭

・
燃
料
や
米
櫓
、
井

戸
水
場
を
確
保
す
る
櫓
、
皮
革
品
を
収
納
し
て
い
る

革
櫓
、
渋
を
塗

っ
て
紙
の
質
を
強
度
に
し
、
油
を
引

い
て
格
納
し
て
い
る
渋
皮
櫓
、
倉
庫
的
役
割
の
長
櫓

な
ど
、
城
内
で
の
長
期
戦
に
備
え
る
諸
設
備
の
櫓
が

大
小
様
々
あ
り
、
儀
式
祭
礼
の
道
具
等
を
収
納
す
る

櫓
や
犯
罪
者
や
未
決
囚
を
閉
じ
こ
め
る
牢
屋
的
な
生

け
捕
り
櫓
な
ど
も
あ

っ
た
。

そ
の
昔
か
ら
４７
櫓
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
建

物
の
姿
が
不
明
な
も
の
も
あ
る
。

福
岡
本
城
三
の
丸
台
地
の
４
隅
の
内
、
西
側
の
南

北
隅
に
は
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
花
見
櫓
と
潮
見

櫓
が
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
東
側
の
南
北

隅
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
隅
櫓
が
あ

っ
た
筈
で
あ
る
が
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
古
地
図
に
は
、
櫓
跡
と
の
み

記
さ
れ
て
い
る
。

記
録
に
よ
る
と
、
初
代
藩
主
長
政
公
の
夫
婦
の
住

ま
い
の
御
殿
は
、
築
城
早
々
の
頃
は
、
三
の
丸

（東

丸
）
に
あ

っ
た
。
正
保
３
年

（１
６
４
１
年
）
の

「福

岡
惣
絵
図
」
に
も
、
「屋
く
ら
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
南
北
に
あ
る
二
つ
の
三
の
丸
櫓
は
、
文
禄
慶

長
の
役
の
折
り
、
肥
前
名
護
屋
城
の
櫓
と
し
て
構
築

さ
れ
た
も
の
を
、
豊
臣
秀
吉
の
死
後
、
移
築
ｔ
た
も

の
で
は
と
の
説
も
あ
る
が
、
そ
の
後
、
豊
臣
ゆ
か
り

の
櫓
で
は
、
徳
川
政
権
に
悪
か
ろ
う
と
の
気
兼
ね
も

あ
っ
て
、
破
却
し
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
東
三
の
丸
は
、
黒
田
家
重
役
の
邸
宅
地

と
な
り
、
第
１
期
は
、
黒
田
２４
騎
の

一
人
で
あ

っ
た

栗
山
備
後

（栗
山
大
膳
の
父
）
の
屋
敷
と
な
り
、
第

２
期
目
は
、
同
じ
重
役
の

一
人
で
あ

っ
た
立
花
実
山

の
屋
敷
と
な
っ
た
。

戦
後
、
高
等
裁
判
所
が
建
て
ら
れ
た
が
、
こ
れ
も

近
年
中
に
引

っ
越
し
を
す
る
予
定
に
な

っ
て
お
り
、

史
跡
地
に
一戻
り
ま
す
。

（記
　
福
岡
城
市
民
の
会
事
務
局
　
岡
部
定

一
郎
）

時打櫓

古時打櫓

蓼
五
月
三
日
（祝
・木
）

驀
五
月
四
日
（祝
・金
）

甦れ

時打櫓 (御時槽)跡

武具櫓跡地

:

マ

．

哺

姻

瀧 う
慨腎
晟
Ｌ

十
時
～
十
八
時

一

―
‥
１
…
Ｌ

今
年
の
ど
ん
た
く
は
「祭
り
で
つ
な
ご
う
元

気
と
絆
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

・
「福
岡
城
ど
ん
た
く
演
舞
台
」は
人
回
目
を

響
え
ま
す
が
福
岡
城
む
か
し
探
訪
館

東
側
に
舞
台
を
設
営
し
ま
し
た
。

演
目
は
、
一二
日
は
筑
前
琵
琶
、
日
韓
交
流
カ

ヤ
舞
踊
楽
団
な
ど
四
日
は
黒
田
藩
ゆ
か
り
の

演
目
を
ご
披
露
い
た
し
ま
す
．

一
福
岡
城
の
演
舞
台
な
ら
で
は
の
演
目
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。



仏
舅
ポ
は
颯

先
機
の
な
絞
は

文
凸
檜
弛
貶

夕
と

つ
く
り
ψ
二

卜

福
閻
載
き
く
必
よ
う
や

扁
連
イ
バ
ン
ト
　
輻
燒
瘍
財

４
月
７
日

（土
）
多
聞
櫓
中
庭
に
お
い
て
市

民
の
会
主
催
の

「観
桜
の
宴
」
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
母
里
忠

一
氏
に
よ
る
黒
田
藩

・
古
武
道
の

披
露
に
始
ま
り
、
事
曲

・
吟
道

・
舞
踊

・
博
多

古
民
謡

・
博
多
わ
ら
い
塾
な
ど
な
ど
、
桜
に
唄

い
・
桜
に
舞
い
・
桜
に
踊
り
賑
や
か
な
祝
宴
に

な
り
ま
し
た
。

ソ
メ
イ
ョ
シ
ノ
の
花
に
囲
ま
れ
て
、
観
客
の

方
々
と
共
に
春
の
ひ
と
と
き
を
満
喫

い
た
し
ま

し

た
。

私

の
母
方

の
先
祖
は
加
瀬
家
と
称
し
、

黒
田
藩
お
か
か
え

の
造
り
酒
屋
で
し
た
。

早
良
郡
曲
淵
の
高
祖
城
主
原
田
信
種
の
家

老
で
あ

っ
た
先
祖
が
約
三
百
四
十
年
前
に

原
田
家
が
没
落
し
た
の
で
、
そ
の
後
曲
淵

村
に
居
住
し
て
農
業
に
従
事
し
た
。
し
か

し
、
や
は
り
博
多
に
移
り
住
も
う
と
決
意

し
、
そ
の
準
備
中
に
、
あ
る
夜
神
様
か
ら

ク
と

っ
く
り
″
二
つ
を
授
か
る
夢
を
見
た
。

そ
れ
で
加
瀬
の
瀬
は
三
ず

い
に
頼
る
と
書

き
、
即
ち
水
に
頼
る
の
で
、
造
り
酒
屋
を

創
業
す
る
事
を
決
意
し
、
当
時
姪
浜
の
造

り
酒
屋
の
名
門
、
石
橋
家
か
ら
養
子
を
迎

え
、
醸
造
技
術
と
酒
造
免
許
を
譲
り
受
け
、

醸
造
業
を
は
じ
め
た
。

こ
れ
が
成
功
し
、
回
船
問
屋
、
質
屋
等

も
営
み
、
大

い
に
財
を
成
し
、
黒
田
藩
に

融
資
す
る
ま
で
の
富
一家
に
な

っ
た
。

し
か
し
、
明
治
四
年
、
廃
藩
置
県
で
黒

田
藩
と
加
瀬
家
も
運
命
を
共
に
し
た
。

そ
れ
で
、
十
二
代
の
私
は
現
在
、
年
金

生
活
の
き
ゅ
う
き

ゅ
う
自
適
で
す
。
修
猷

館
か
ら
旧
制
福
高
、
九
大
農
芸
化
学
を
出

て
三
楽
酒
造

（現
メ
ル
シ
ャ
ン

（株
と

に

定
年
ま
で
勤
務
し
、
八
十
五
歳
で
す
が
す

こ
ぶ
る
元
気
で
、
健
康
優
良

″
爺
ク
と
自

松
井
　
俊
規

称
し
、
大

い
に
飲
ん
で
お
り
ま
す
。
適
量

の
酒
は
正
に
百
薬
の
長
、
で
は
適
量
と
は
？

お
酒
二
合
、
焼
酎
２５
度
を
六
、
お
湯
四
で

割

っ
た
も
の
も
二
合
、
ビ
ー
ル
な
ら
中
瓶

二
本
、
ワ
イ
ン
は
グ
ラ
ス
ニ
杯
、
ウ
イ
ス

キ
ー
も
ダ
ブ
ル
で
二
杯
、
す
べ
て
適
量
は

二
な
の
で
す
。

正
に
先
祖
の
家
紋
の
り
ニ
ク
を
守
り
、
飲

み
過
ぎ
な

い
よ
う
に
楽
し
く
、
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

曾
 :

脅
務
理
事
ご
逝
去

福
岡
城

・
市
民

の
会
設
立
当
初

よ
り
理
事
を
務
め
て
い
た
だ

い
た

各
務
　
章
氏

重
小田
奨
学
会
理
事

長
）
が
平
成
二
十
四
年
二
月
七
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

あ
げ
ま
す
。

緻　鶉亥 涸
集
後
記

福
岡
に
お
見
え
に
な
る
観
光
客
の
方
々
や
市
民
の

皆
様
を
福
岡
城
に
お
迎
え
す
る
ビ
ジ
タ
ー
ハ
ウ
ス
「福

岡
城
む
か
し
探
訪
館
」
が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
運
営
に
福
岡
市
民
の
会
が
携
わ
り
ま
す
。

当
会
は
福
岡
城

・
鴻
臆
館
を
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
に
と

活
動
を
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
や

っ
と
動
き
出

し
た
な
あ
―
と
感
無
量
で
ご
ざ

い
ま
す
。

「新
し
い
公
共
」
支
援
事
業
も
軌
道
に
乗
り
、
二
十

四
年
、
一
一十
五
年
と
継
続
し
て
取
り
組
み
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。

■1会1員個 人) 黒 木 善 弘 υ3年度)

重 松 史 郎 o3年度)

鼻
‐
5≦暉曇::奥)業
宮 瀬 昇 三 (23年度)中

口 文 雄 (24年度)
本す 良 司 (24年度)
尾   稔 (24年度)


